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と
、
価
格
が
短
期
間
で
大
幅
に
変

動
す
る
典
型
的
な
例
で
あ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
市
況
の
特
徴
だ
。

︱
︱
一
方
、経
営
環
境
面
か
ら
は
？

　

16
年
４
月
か
ら
の
電
力
小
売
全

面
自
由
化
キ
ッ
ク
オ
フ
に
加
え
、

原
子
力
の
再
稼
動
時
期
が
見
通
し

に
く
い
こ
と
の
影
響
、
不
透
明
感

が
大
き
い
。

　

原
油
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
市
況
が
低
く
推
移
し
て
き
た

こ
と
か
ら
、
主
に
従
来
型
の
重
油

焚
ボ
イ
ラ
ー
を
電
源
と
し
て
い
る

自
家
発
電
等
の
競
争
力
も
比
較
的

高
い
。
ま
た
、
原
子
力
が
再
稼
動

す
れ
ば
、
現
在
原
子
力
の
代
替
と

し
て
用
い
て
い
る
L
N
G
、
原
油

と
い
っ
た
化
石
燃
料
の
使
用
量
は

一
旦
は
減
少
す
る
が
、
関
西
電
力

は
震
災
前
は
約
50
％
と
元
来
原
子

力
比
率
が
高
か
っ
た
た
め
、
再
稼

動
の
状
況
に
よ
り
電
気
料
金
水
準

も
変
わ
り
、
そ
れ
に
伴
い
化
石
燃

料
の
必
要
性
も
大
き
く
変
わ
る
可

能
性
が
あ
る
。

　

将
来
の
不
確
実
性
が
高
ま
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
へ
の
対
応
が
求

制
に
よ
る
調
整
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
逆

に
需
給
が
逼
迫
に
転
じ
た
。
不
足
分
を
補

う
た
め
豪
州
か
ら
の
輸
入
を
試
み
た
も
の

の
、
洪
水
や
鉄
道
ス
ト
が
重
な
り
十
分
な

量
を
輸
入
で
き
ず
、
価
格
の
高
騰
に
つ
な

が
っ
た
よ
う
だ
。
条
件
が
幾
つ
か
重
な
る

国
機
構
）
が
８
年
ぶ
り
に
減
産
で
合
意
、

ロ
シ
ア
な
ど
主
要
な
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
非
加
盟
国

も
減
産
に
協
調
し
た
こ
と
か
ら
、
市
場
で

は
原
油
価
格
の
先
高
期
待
も
あ
る
が
、
米

国
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
増
産
の
影
響
も
あ
り
、

依
然
と
し
て
先
行
き
は
不
透
明
だ
。

︱
︱
米
国
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の
影
響
と
は
？

　

シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
は
、
比
較
的
素
早
く

価
格
変
動
に
追
随
し
て
生
産
量
の
調
整
を

行
え
る
た
め
、
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
あ

る
程
度
抑
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

開
発
に
長
期
間
を
要
す
る
の
は
中
東
を

は
じ
め
と
し
た
従
来
型
の
大
規
模
油
田
の

場
合
で
、
米
国
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
は
小
規

模
な
井
戸
で
あ
れ
ば
数
カ
月
程
度
で
の
開

発
が
可
能
。
し
か
も
、
水
圧
破
砕
し
井
戸

か
ら
採
り
出
す
た
め
、
価
格
が
安
い
間
は

井
戸
だ
け
掘
っ
て
お
い
て
生
産
を
せ
ず
、

生
産
コ
ス
ト
を
賄
え
る
採
算
ラ
イ
ン
ま
で

価
格
が
上
が
れ
ば
、
短
期
間
で
生
産
を
開

始
す
る
と
い
っ
た
調
整
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

︱
︱
石
炭
は
最
近
、
高
騰
し
て
い
る
が
？

　

こ
の
半
年
足
ら
ず
で
価
格
が
大
き
く
跳

ね
上
が
っ
た
。
中
国
政
府
が
産
業
構
造
改

革
の
一
環
と
し
て
、
炭
鉱
操
業
日
数
の
規
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●
燃
料
調
達
を
取
り
巻
く
環
境

︱
︱
現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か
？

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
環
境
と
関
西
電
力
の

経
営
環
境
、
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
原
油

市
況
に
代
表
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
況
は

現
在
、
需
給
が
緩
和
し
、
価
格
が
低
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
調
達
部
門
と
し
て
は

一
見
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
の
よ
う
に
思
え
る

が
、
実
は
一
長
一
短
。
需
給
が
逼
迫
す
れ

ば
、
価
格
が
上
が
る
と
と
も
に
量
の
確
保

の
た
め
の
争
奪
戦
と
な
る
一
方
、
緩
和
す

れ
ば
安
く
調
達
で
き
る
点
や
お
客
さ
ま
に

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
点
は
よ
い
も

の
の
、
競
合
他
社
も
同
じ
く
安
価
に
調
達

し
て
い
る
わ
け
で
、
市
況
の
如
何
を
問
わ

ず
、
厳
し
い
競
争
に
晒
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。
水
力
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で

勝
負
す
る
当
社
の
強
み
が
発
揮
し
に
く
い

と
い
う
面
が
あ
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
市
況
の
主
要
な
変
動
要
因

と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
は
、
逼
迫
と
緩

和
の
循
環
を
過
去
か
ら
繰
り
返
し
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
と
供
給
は
タ
イ
ム
ラ

グ
に
よ
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
起
こ
す
と
い
う

構
造
的
要
因
が
あ
る
た
め
だ
。
通
常
、
資

源
開
発
に
は
長
期
間
の
年
月
を
要
し
、
規

模
に
も
よ
る
が
油
田
は
大
体
２
〜
３
年
、

ガ
ス
田
の
場
合
は
許
認
可
も
含
め

る
と
早
く
て
７
〜
８
年
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
需
要
の
増
減
に
応
じ

た
タ
イ
ム
リ
ー
な
生
産
調
整
が
難

し
い
。

　

生
産
コ
ス
ト
を
回
収
で
き
な
い

ほ
ど
価
格
が
下
が
る
こ
と
が
あ
る

一
方
、
上
が
る
と
き
は
理
論
値
を

超
え
て
上
が
る
こ
と
も
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
変
動
に
は
、
投
機

的
・
地
政
学
的
要
因
な
ど
が
絡
む

た
め
で
、
例
え
ば
、
中
東
の
政
情

不
安
が
高
ま
れ
ば
、
先
物
買
い
で

ど
ん
ど
ん
投
機
的
資
金
が
投
入
さ

れ
、
市
況
が
暴
騰
す
る
こ
と
も
あ

る
。

　

先
頃
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
石
油
輸
出

関西電力計
18,427千kl

合計値：重油換算量

その他 1％
・ 重油
・ 液化石油ガス（LPG）
・ 木質ペレット

天然ガス
（LNG）

66％

オーストラリア
33％

オーストラリア
76％

カタール
32％

インドネシア
66％

その他 7％
ナイジェリア 2％
ロシア 2％
マレーシア 6％

インドネシア
17％

その他 7％
マレーシア 4％
ガボン 4％
ベトナム 9％

チャド 10％

その他 4％
アメリカ 6％
インドネシア
14％

原油
19％

石炭
14％

め
ら
れ
る
状
況
下
、
そ
の
取
り
組
み
に
も

こ
こ
数
年
力
を
入
れ
て
き
た
。

　
●
燃
料
必
要
量
・
電
力
需
給
変
動
へ
の
対
応

︱
︱
で
は
そ
の
対
策
は
？

　

一
言
で
言
え
ば
燃
料
調
達
の
「
柔
軟
性
」

を
高
め
る
こ
と
。
こ
れ
ま
で
は
「
買
う
」

条
件
の
多
様
化
・
分
散
化
、
つ
ま
り
買
い

方
で
柔
軟
性
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
き
た

が
、
現
在
は
、
将
来
の
需
給
見
通
し
の
振

れ
幅
が
大
き
く
、
買
う
だ
け
で
は
調
整
し

切
れ
な
い
可
能
性
も
。
そ
こ
で
、
想
定
以

上
に
大
き
く
変
動
し
た
と
き
は
「
売
っ

て
」
調
整
す
る
形
で
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
。

　

２
０
１
５
年
５
月
、
Ｂ
Ｐ
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
社
と
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
売
買
契
約
・
協
力
協
定

を
締
結
し
た
。
売
買
契
約
は
、
23
年
間

（
38
年
ま
で
）
Ｂ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
が
世
界
各

地
に
有
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

最
大
約
１
３
０
０
万
ｔ
購
入
す
る
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
契
約
。
協
力
協
定
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
の
最
適
運

用
な
ど
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
事
業
で
の
幅
広
い
協
力

関
係
を
構
築
す
る
も
の
。
柔
軟
性
を
高
め

る
こ
と
が
目
的
で
、
例
え
ば
、
関
西
電
力

の
需
給
状
況
に
応
じ
、
Ｂ
Ｐ
の
販
売
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
販
売
す

る
こ
と
も
可
能
だ
。

関西電力の火力燃料購入実績（2015年度）
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︱
︱
Ｂ
Ｐ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
に
続
き
、
15

年
７
月
に
は
エ
ン
ジ
ー
社
（
旧
Ｇ
Ｄ
Ｆ
ス

エ
ズ
社
）
と
も
協
調
契
約
を
締
結
し
た
。

　

こ
れ
も
柔
軟
性
を
高
め
る
た
め
の
も
の

で
、
関
西
電
力
が
北
米
か
ら
調
達
す
る
Ｌ

Ｎ
Ｇ
を
エ
ン
ジ
ー
社
に
販
売
す
る
一
方
、
エ

ン
ジ
ー
社
の
世
界
各
地
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
か
ら
関
西
電
力
が
購
入
し
、
両
者

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
供
給
地
と
受
入
地
を
組
み
替

え
て
輸
送
距
離
を
短
縮
、
輸
送
コ
ス
ト
低

減
を
図
る
。
狙
い
は
、
エ
ン
ジ
ー
社
の
持

つ
大
西
洋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
関
西
電
力
の

太
平
洋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
両
者

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ

船
の
最
適
運
用
な
ど
幅
広
く
協
力
し
よ
う

と
い
う
も
の
。
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
の
国

営
ガ
ス
会
社
で
あ
る
エ
ン
ジ
ー
社
は
、
欧

州
を
中
心
に
独
自
の
販
売
先
を
有
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
大
西
洋
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
、
販
売
ル
ー
ト
に
期

待
し
て
い
る
。

︱
︱
16
年
４
月
に
は
東
京
ガ
ス
と
も
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
を
組
ん
だ
が
。

　

東
京
ガ
ス
と
は
以
前
か
ら
、
同
じ
Ｌ
Ｎ

Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上
流
事
業
や
共
同
調

達
で
協
調
関
係
に
あ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら

さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
も
の
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ

火
力
発
電
の
運
転
・
保
修
に
係
る
技
術
協

力
の
ほ
か
、
燃
料
面
で
は
、
緊
急
時
の
相

互
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
、
ガ
ス
会
社
は
冬
季
、

電
力
会
社
は
夏
季
に
需
要
の
ピ
ー
ク
が
立

つ
と
い
う
両
社
の
季
節
間
格
差
を
利
用
し

た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
の
相
互
交
換
・
融
通
な
ど
を

行
い
た
い
。
電
力
会
社
同
士
と
は
一
味
違

っ
た
柔
軟
性
の
発
揮
が
可
能
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
由
化
時
代
の
コ
ス
ト
競
争
力

︱
︱
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
売
買
両
面
に
係
る
柔
軟
性

確
保
が
、
コ
ス
ト
競
争
力
に
つ
な
が
る
？

　

電
気
の
需
給
調
整
は
、
従
来
は
石
油
火

力
が
担
っ
て
き
た
。
石
油
は
国
内
の
中
継

基
地
で
貯
蔵
し
て
い
る
た
め
短
期
間
で
発

電
所
ま
で
輸
送
で
き
る
か
ら
だ
が
、
価
格

競
争
力
確
保
の
観
点
か
ら
、
石
油
よ
り
発

電
単
価
の
安
い
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
役
割
に
期
待
し

て
い
る
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
石
油
並
み
の
調
整
力

を
持
た
せ
る
こ
と
が
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な

が
る
が
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
必
要
な
と
き
に
必
要

な
量
が
調
達
で
き
る
、
あ
る
い
は
販
売
で

き
る
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
り
、
柔
軟

性
確
保
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

●
今
後
の
課
題
と
抱
負

︱
︱
競
争
時
代
、
他
電
力
も
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
に
は
積
極
的
な
よ
う
だ
が
？

　

例
え
ば
東
京
電
力
と
中
部
電
力
の
合
弁

会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
に
比
べ
る
と
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ

ン
ク
な
ど
設
備
面
で
関
西
電
力
は
弱
い
。

た
だ
売
買
主
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
の

面
で
は
我
々
が
先
行
し
て
い
る
と
自
負
し

て
い
る
。
設
備
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
が
ゆ

え
、
よ
り
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
べ
く
ア
イ

デ
ア
で
勝
負
す
る
と
い
う
形
だ
。

︱
︱
東
南
ア
ジ
ア
で
関
西
電
力
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ

（
独
立
発
電
）
事
業
の
実
績
も
豊
富
だ
が
、

そ
れ
と
連
携
し
た
燃
料
売
買
も
考
え
て
い

る
の
か
？

かんでんFOCUS
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従
来
の
海
外
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
で
は
、
発
電

所
を
つ
く
る
こ
と
が
主
だ
っ
た
が
、
近
年

で
は
発
電
所
に
加
え
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
受
入
基
地

や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
も
つ
く
り
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を

納
入
す
る
こ
と
ま
で
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し

た
入
札
案
件
も
増
え
て
き
て
い
る
。
国
際

事
業
本
部
と
連
携
し
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

︱
︱
今
後
の
抱
負
は
？

　

当
社
で
は
、
燃
料
調
達
チ
ェ
ー
ン
強
化

の
取
り
組
み
を
通
じ
、
適
時
適
切
な
燃
料

の
調
達
や
販
売
の
実
現
を
め
ざ
し
て
お
り
、

引
き
続
き
、
燃
料
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
機
能

の
強
化
に
つ
い
て
も
そ
の
一
環
と
し
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
調
達
基
盤
を
活
か
し
、
需
給
変
動
に
応

じ
て
、
燃
料
の
追
加
調
達
や
販
売
を
機
動

的
に
行
う
こ
と
を
志
向
し
て
お
り
、
Ｂ
Ｐ

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
や
エ
ン
ジ
ー
社
と
の
協

業
は
、
そ
れ
ら
を
具
現
化
し
た
事
例
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
深
掘
り
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
さ
ら
に
獲

得
し
、
競
争
力
の
さ
ら
な
る
確
保
を
通
じ
、

あ
ら
ゆ
る
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
積

極
的
に
挑
ん
で
い
き
た
い
。

エンジー社とのアライアンスによる輸送コスト低減のイメージ

エンジー社との協調契約締結

LNG受け入れ先の一つである姫路第二発電所関西電力の自社LNG船「LNG FUKUROKUJU」

関西電力の北米LNGと、エ
ンジー・ポートフォリオから供
給するLNGを相互活用し、
航海ルートを組み替えること
により、両社のLNG輸送の
最適化（合計の輸送距離の
短縮化による輸送コストの削
減）を図る。

BPシンガポール社との協力協定締結

北米LNG

エンジー・ポート
フォリオLNGエンジー社

顧客

関西電力

欧州

南米

中東・アフリカ・
アジア等

航海ルートの組み替えの一例

従来のLNGのルート
当協調契約を利用したルート

〈当協調契約を利用〉

〈航海日数：約15日〉 〈航海日数：約15日〉

合計航海日数 約３０日
（約20日の低減）

両社LNG輸送の最適化のイメージ

エンジー社顧客 関西電力北米LNG エンジー・ポートフォリオLNG

〈従来〉

〈航海日数：約30日〉 〈航海日数：約20日〉
合計航海日数 約5０日関西電力 エンジー社顧客北米LNG エンジー・ポートフォリオLNG


